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1.調査の概要

第1次朝堂院地区以西の平城宮域は、馬寮地区（現在の資料館のあたり）を

例外として、平城宮内でもあまり調査の進められていない地域の一つに数えられ

る。馬寮以外では、その東に接する4,300面の範囲が、昭和42年に第37次調査

として発掘調査の対象となっている。この第37次調査では、南北棟の礎石建物

1棟、東西棟の掘立柱建物 2棟、桐3条、溝2条、井戸 1基などの遺構が検出さ

9ヽ -れた。
( 第19 4次調査は、この第37次訓査区東半部の真北に連続する1,000面(25

mx 40m)の範囲を対象として、本年 10月1日よりスタートした。当調査区におけ

る主要な課題の一つは、第37次調査区のなかにあってさらに北へのびる南北棟

の礎石建物の規模を確認することである。ところが、調査の進展にしたがって、

この礎石建物が、第 194次当初の発掘区にさえ納まりきらない長大な遣構であ

ることが判明した。このため、発掘区を南北両方向に拡張し、さらに広範囲な調

査を継続中である。

以上のように、本調査はいまだ折り返し地点を過ぎていないような中途段階

にあるが、じっさいに発掘中の遺構と遺物、および発掘の技術と手順について、

簡単な説明をおこないたい。

¥,9C 

2.長大な礎石建物の発見

(1)礎石建物の平面と規模

第37次調査区内で発見された礎石建物（遺構番号SB5300)は、東西両面に

庇のついた梁間4間(12.0m)の南北棟である。桁行方向は、同調査区において 7間

半ぶんだけが検出されていたが、今回の調査によって、じつに 21間(86.4m)に及

ぶことがほぼあきらかになった。

(2)根石と布掘り

この礎石建物の遺構からは、礎石そのものが検出されているわけではない。

礎石は、転用されて、すでになくなっているのである。しかし、礎石の底に敷い

た根石が多数残存している。この礎石建物では、これらの根石群が、帯状に掘ら

れた浅い穴のなかにほぼ等間隔に連続する。このような帯状の穴は、 「布掘り」

と呼ばれることがある。礎石の据え付け穴を「布掘り」にする例は、きわめてめ

ずらしい。

(3)第一次朝堂院東第2堂との比較

平城宮内でこれまで発見された礎石建物のうち、もっとも長大な例は、第一

次朝堂院の東第2堂（遺構番号SB8550)である。第 19 4次調査で発見された礎

石建物（以下SB5300)は、平面形式・規模の両面で東第2堂（以下SB8550)に酷 1 
似している（別表参照）。すなわち、両者は、ともに東西両庇付きの南北棟で、

梁間4間、桁行21間。ただし、規模の面では、 S88550のほうがやや上回り、梁

間は13.6m、桁行は92.4mとなる。この規模の差が 1間の寸法差によることは、い

うまでもない。また、基壇の高さは、 SB8550で約1.2mと推定されているが、 SB53

00の場合、それより高くなることはまずありえない。創建の年代については、 SB

8550が神亀元年(724)頃とみられるのに対して、 S蹄茄廿は出土瓦からみてやや遅れ、

天平年間(729~749)に下る。 四切

3.遺物

(1)軒瓦と鬼瓦 ： 
II期からIll期にかけての類型が出土。恭仁京遷都前後の 2グループに分けら

れるので、屋根を葺替えた可能性もある。

(2)墨書土器

「来」と書いた土器片が出土した。意味不明。

4. まとめ

(1)礎石建物の性格と年代

規模・建築形式から考えて、一般的な官術（役所）とはみなしにくい。天皇

と関係する重要な建物群の一部であるかもしれない。年代は、出土瓦からみて天

平年間と考えられるが、それは、平城宮造営当初まで遡るとする第37次調査の

見解と異なる。

(2)殿舎の比定とその問題点 ；， 

殿舎の比定は、かなり困難な状況にあるf1以下のような候補を想定できるが、

それぞれに問題点が多い。

①「西朝」説 ーー『続日本紀』姜老元年(717)に記載。年代と位置に問題。

②「西池宮」説―-『 /I 』天平十年(739)に記載。年代は一致。しかし、

西池と礎石建物は溝で区画される。

③「西宮」説 ー一称徳天皇の時代に特有。第2次内哀北辺から木簡出土。西

宮と内衷は一体のものか。

④「武徳殿」説ー一平安宮宮城図の該当地城近くに武徳殿がみえる。しかし、

「七間四面」の記載あり。 21間とはおおきく隔たる。

(3)今後の課題

「西方官術」地区ではないか、と考えられていたこの地域の性格について、再

検討する必要が生じてきた。礎石建物と関係する殿舎は、東側に存在する可能性

がおおきく、今後のその範囲を発掘調査することによって、この地域の性格があ

きらかになっていくことだろう。
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104次礎石建物 (S85300)と第一次朝堂院東第 2堂 (S88550)の比較

S B 5 3 0 0 S B 8 5 5 0 

平面類型 東西庇付き南北棟 東西庇付き南北棟

｀ 
規模

桁行間数 2 1間 2 1間

梁間間数 4間 4間

桁行総長 8 6. 4鳳 9 2. 4■ 

梁間緯長 12. 0員 13. 6員

桁行 1間 4. 1• (1 4尺） 4. 4m (1 5尺）

梁間 1間 3, 0 I (I 0尺） 3. 4●(1 !. 5尺）

基壇

桁行稔長 ？ 'e 9 7 I 

梁行総長 ？ "'18■ 

高さ ？ "'!. 2昌

年代 II ~ m期 I ~ II期
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平安宮宮城図（ほ明文庫本）
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ll立柱建物 贔立注1土地9l•9こ尺まっている滋分"·立外に
属らない．しかし•,.表面のところでは直実 9こ虞るので．注
ててから20年から30年を耗ると．掘姐逗物のル合をiそえる．
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